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＝会長講演＝

内祝鏡下採取胃液からみた胃疾患の病態－pH＆Hp

浜松医科大学

金子

胃疾患の病態研究において胃液の検索は重要な部分を

占めてきた．胃液は，丁度腎疾患における尿のように胃

病変の情報を程度の差はあっても必ずもたらしてくれる

はずである．酸分泌に関連した胃液検査では，基礎分泌

とそれに続く刺激剤投与後の最高分泌試験，さらに最近

は24時間pHmonitoringが広く行われている．これら

の方法で得られるものも多いが，検査が煩雑で多数例に

行うには不適当であり，また急性胃病変のような疾患の

最盛期には検査が困難なことなどの制約もある．一方今

日まったくルチーン化したpanendoscopeによる内視鏡検

査は病変の軽重に関係なく実施出来，その際等薩部に貯

留している胃液の採取は容易である．採取はonepointだ

が夜間長時間の情報が含まれており，酸のみならず，粘

液中にH．pylori（Hp）が存在すれば当然胃液中にもHp

が存在し，その場合きわめて感度のよい検査が可能とな

るはずである．今回この考薩部に貯留している胃液のも

つ意義を酸とHpの面から検討した．

検査の前処置は通常と何ら変わらず，内視鏡挿入直後

に等薩部に滑っている胃液を約5ml採取する．われわれ

は上部消化管内視鏡検査時，通常の観察，生検病理学的

検査に加えて，内祝鏡下採取胃液を用いてTablelのよ

うな検査を行っている．

まず酸分泌の検査法として早朝等薩部に貯留している

胃液のpH測定がどのような意味をもつのかの基礎的検討

を行った．通常の胃液検査の基礎分泌，ガストリン刺激

最高酸分泌との相関をみると，それぞれ相関係数0．88，

0．71と高い相関があり，早期空腹時に採取した胃液pHは

酸分泌量をよく反映している．さらに24時間pH

monitoringとの関連をみた．24時間胃内pHmonitoring

のデータのうち，通常内視鏡検査が行われる時間帯の朝

8時～10時の胃液pHと，24時間の胃液pHとの相関，

また朝8時から10時の間の胃液pHと夜間22時から早

朝4時までの胃液pHとも有意な相関を認めた．本法のメ

リットは，きわめて多数例に実施できること，急性胃病
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変のような通常の胃液検査が禁忌とされるような病態で

も施行可能なことである．講演では加齢，AGMLによる

pHの変化，またpHの季節変動などについて述べたがこ

こでは割愛する．

最近の最大の関心事はHpである．現在最も問題となっ

ているものに除菌判定法の精度と除菌法がある．菌の検

出法に関しては簡潔でかつ十分な精度を有するものがな

いのがもっとも問題である．Hpは胃粘膜の表層を覆う粘

液にpatcyに存在する．したがって生検材料で菌を証明

する場合には複数箇所の生検が必要となる．呼気テスト

の信頼性が高いのは結果が菌の局在に左右されないから

でもあり，このような観点からは当然胃液に含まれる粘

液中のHpの検出が優れた検出法となる可能性がある．わ

れわれは内祝鏡下採取胃液中HpのCompetitive

polymerasechainreaction（competitivePCR）による

定量的検出法を開発した．胃液は遠沈し，沈澱した粘液

を検体とする．

competitivePCR法はPCRで用いるprimerで増幅さ

れるHpのウレアーゼのgenomicDNAとは長さの異な

るDNAを合成し，その合成DNAを種々の濃度で加えて

PCRを行い，電気泳動後PCR産物のバンドの濃度をデン

シトメーターで測定，そのバンドの濃度比より未知量の

HpのDNA量を求める方法である．本法は，①菌量の安

Tablel　上部消化管内視鏡検査に平行して行っ
ているもの

A．採取胃液　　pH測定
〃クの検出（PCR）
アンモニア濃度
尿素濃度

B．その他　　　〃少の培養
rapid uroaSO tOSt

病理組織検査

血清ペプシノーゲンl＆ll
ガストリン
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定した定量化②偽陰性の低下③偽陽性の低下④比較的短　RUTでは104コ以上，培養法は106コ以上で陽性となり，

時間で結果が判明する，などである．　　　　　　　　RUTは108コ以上で陽性率100％となる．

本法によって検出されたHpの量と，通常行われている　　このように胃液の粘液中からは感度の高いHpの情報が

培養法やrapidureasetest（RUT）などと対比しそれら　得られ，pHの測定とあいまって重要な情報が容易に得ら

の感度を検討した．菌量とこれらの検査の間には相関が　れることを明らかにした．

あり，菌量が多いほどRUT，培養法の陽性率が上昇し，

GastroenterologicalEndoscopy


